




急性疾患による小児の死亡率が激減する中で、慢性疾患の比重が増し、同時に、心理的不

安定や行動障害に起因する問題が注目を浴びるようになった。慢性疾患の患児をもつ親は、

時間的、経済的、社会的な制約を受け心理的にも不安定となりやすく、それが、子供の心

身両面にも投影され、子供の疾患の経過や発育にも種々の影響を与えることがある。また、

親の不安定な心理が長時間持続することによって、育児や自然の愛情の表現に偏りを生じ、

本来は健康に育つべき小児に種々の精神的、身体的問題をひきおこすこともある。その最

も端的な現象として、虐待による身体的損傷や、愛情剥奪による心身発達の停滞を上げる

ことができる。

小児の健康に関係する因子の中で、家庭環境、特に親子関係の重要性はこれまでにも多く

の人によって指摘されて来た。しかし、社会環境や疾病構造の変化に伴い、その問題点も

時代とともに変化すると考えられる。


